
 

 

資料番号５ 

 

今後の手続きについて 

 

１．令和４年６月３０日開催の政策調整委員会での決定事項 

   ・大阪広域水道企業団との統合に向けて検討、協議を進める。 

   ・ただし、令和 4年 7月 26日における議員全員協議会で議会の意見を 

    聞いたうえで、庁議に報告し、最終決定とする。 

 

２．本日の会議での意思決定事項 

   ・最終方針決定を行うにあたっての議会対応等の方針について 

   ・大阪広域水道企業団との協議継続の対応方針について 

 

３．議会対応、最終意思決定について 

   ・議員全員協議会での意見、要望等を受けて、求められた資料の提供を行う。 

   ・資料の提供を行ったうえで、改めて議会への説明を行う。 

       ⇒ 都市環境委員会協議会 or議員全員協議会（要調整） 

   ・議会への説明後、議会の理解を確認しながら、 

    改めて、政策調整委員会を開催し、認識合わせの後、庁議にて意思決定。 

 



 

 

４．大阪広域水道企業団との協議継続について 

   ・現時点での市の意向について大阪広域水道企業団へ報告が必要。 

       ⇒ 「協議を継続する」旨を市長名で回答必要。 

   ・今回は、以下の主旨で報告することとする。 

       ⇒ 議会への説明は継続して必要な状況であるが、 

         現時点では、統合協議を継続したい旨で回答するものとし、 

         最終決定は、改めて行うものとする。 

 

５．その他 

   ・今回の大阪広域水道企業団への報告は、各市の状況を把握し、 

    その状況に応じて、大阪広域水道企業団が作成する統合案を修正するもの。 

 

   ・今回の大阪広域水道企業団への報告により、 

    和泉市の方向性が束縛されるものではないが、統合を見送ることになれば、 

    大阪広域水道企業団が統合案を修正する必要が生じるため、 

    交付金の金額等、参加検討している市町に影響を与える懸念がある。 

 

   ・遅くとも、令和 4年 11月末には、議案を提出することについて、意思決定必要。 

       ⇒ 議案の否決については、やむなしと理解されている。 

 



 

 

【参考】 

 



 

 

 

 

 


